
  　 　 　 　 　 　 　 　       

1　事業の概要

①　成果目標

②　事業内容

２　今後の事業の方向性

 概　算　人　件　費 （Ｃ）

 概　算　事　業　費（B（A）+C）

413

413

今後、事
業をどのよ
うにしてい
きたいか。

　　■ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　□ 事業を現行どおり実施

産科・小児科医等の確保をはじめとする医師不足等の検討については、各圏域で既存の会議等を活用するなど、地域の実情に応じた
取組が行われるようになり、平成25年度をもって事業を終了する。
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概　算
人件費 413 413

目標に対
する成果
の状況

各圏域では関係者による産科・小児科医療等に関する検討会等が25回開催され目標を達成した。

 決　　算　　額　（B）

 職　　員　　数　（人）

0463

0　国　　庫　　支　　出　　金

　県　　　　債

　そ　の　他　（　繰入金　）

達成24

H26
目標成果

0.05

288 294 0

0.05 0.05

26年度

Aの
財源

866 578

項目

578 463

検討会開催
回数0

H25事業実績

2524 －

目標

24年度 25年度

0

成果目標の達成状況

0

達成状況

H24末
(実績)

Ｈ２５

463

当　　初　　予　　算

補　　正　　予　　算

合　　計　　（A)

事業内容

地域医療検討会の開催

（単位：千円）　

23年度区　　分（単位：千円）

前　年　度　繰　越

（当初）

直接 本事業による助成実績なし

項目

463

H25

合計

0

（当初） （決算）

H26
実施方法

○平成19年度以降、産科・小児科医療機関等の崩壊を防ぐため、二次医療圏ごとに関係者による検討会を開催し、対応策を検討して
きた。
○二次医療圏ごとに医師不足等の状況は異なっており、地域ごとの課題に応じた検討会の開催が必要である。

○地域医療検討会の開催：全県で24回

総合５か
年計画

プロジェクト  ４－４－３　健康づくり・医療充実プロジェクト                       

施策の総合的展開
3 医療従事者の養成・確保

県が関与
する理由

現状

H25実施期間

目指す姿
　産科・小児科医療の崩壊を防ぐこと等医師不足の諸課題について、二次医療圏毎に検討する場を設け、地域の実情に即した対応策
を講じる。
　成果目標：人口10万人当たり医療従事医師数　205人（H22）　⇒　230人（H29）

県でなければ実施不可（その他）

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

「長野県産科・小児科検討会」での検討結果を受け「長野県地域医療対策協議会」において、
二次医療圏ごとに検討会を設け対応策を検討することが必要とされ実施している。

担
当
課

6-1　健康で長生きできる地域づくり

健康福祉部

課・室 医療推進課医師確保対策室

doctor@pref.nagano.lg.jpE-mail

～H20

　一　　般　　財　　源

予
算
額

事業番号 05 03 14

地域医療検討会

成果目標・
事業内容

866

866 578 463

事務事業シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

部局
事　業　名


